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研究データ管理計画（DMP）

本コンテンツは動画配信コンテンツを基に作成しています



日本学術振興会（2023, 7）「科研費の最近の動向及び令和6（2024）年度公募について」, p.20. 
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_737/siryou2.pdf

「学術変革領域研究においては、採択された研究領域の領域代表者に対し、交付申請時に当

該研究領域における研究成果や研究データの保存・管理等に関するデータマネジメントプラ

ン（ＤＭＰ）の提出を求めているところですが、その他の研究種目におけるＤＭＰの

作成については、令和６（2024）年度の科研費以降求める予定です。」

2024年度より科研費全研究種目で
交付申請時にDMP提出が必須になる予定です

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_737/siryou2.pdf


データ管理計画（データマネジメントプラン）とは

研究データの取り扱い
計画の策定

研究中の日々の情報の
取り扱い

研究後の長期的なデータ
の取り扱い

◆ 研究データのライフサイクル

「研究プロジェクト等における研究データの取り扱いを定めるものであり、具体的にはデータの種類、フォ
ーマット、アクセス及び共有のための方針、研究成果の保管に関する計画などについて記載されるもの。」

文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会（2016, 2, 26）「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」, 
p.17. https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf

◆ データ管理計画（データマネジメントプラン）

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf


DMP策定の意義
◆ 研究実施前に作成する研究データ管理計画（DMP）に沿って、研究データ管理を行う

データライフサイクルに不可欠なものとして
データ管理計画策定に取り組む必要がある

入念な準備

適切なデータ管理

研究の質、
効率性向上・公正性・再現性

・データの信頼性
・セキュリティ向上

• 文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会（2016, 2, 26）「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」
https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf

• 吉田早苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章_第2版」『教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』, p.16. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


データ管理計画のライフサイクル

◆ 計画は研究進捗に応じて、随時見直すライフサイクルが必要

研究の
初期段階

• 計画の作成
• 計画の実行
• 必要に応じて計
画修正

• 計画達成状況の
検証

研究の
途中段階

研究の
終了後

吉田早苗et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章_第2版」『教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』, p.31. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


申請書類（DMP）の作成

6

◆ 申請先の機関が定めるデータポリシー、申請要項、各種様式等を確認

✓ JST 「CREST ガイド（研究者向けハンドブック）」

• 科学技術振興機構（2022, 4, 1）「オープンサイエ
ンス促進に向けた研究成果の取扱いに関する JST 
の基本方針」
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/
policy_openscience_r4.pdf

• ––––––（2023, 8, 1）「オープンサイエンス促進に
向けた研究成果の取扱いに関する JST の基本方
針ガイドライン」
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/
guideline_openscience_r4.pdf

https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience_r4.pdf
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience_r4.pdf
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/guideline_openscience_r4.pdf
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/guideline_openscience_r4.pdf


DMPに求められる情報（一般的な項目）

◆ DMPの項目（一般的な項目）

内閣府研究データ基盤整備と国際展開ワーキング・グループ（2019, 10）「研究データ基盤整備と国際展開ワーキング・グループ報告書––研究データ基盤整備と国際展開に関する戦
略––」, pp.20-21. https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/houkokusho.pdf

項目 備考

・事業年度

・事業名

・研究開発課題名 等

・取得・収集される研究開発データの名称 データ種別、フォーマット、容量 等

・研究代表者 名称、識別子（NRID、ORCID 等）、所属機関 等

・研究分担者 同上

・研究開発データの管理者 同上

・研究開発データの取得者又は収集者 同上

・（仮）データキュレーター（データ専門職） 同上、データキュレーターの定義が必要

・研究開発データの取得又は収集方法
関連する標準や方法、品質保証、データの組織化（命名規則、

バージョン管理、フォルダ構造） 等

・再利用を可能にするための文書

データの収集・分析・処理方法に関する情報、変数の定義、測定

の単位、設定した仮説、データのフォーマットとファイル種別、

使用したソフトウェア 等

・使用するメタデータ標準（フォーマット）
汎用（Dublin Core、DataCite、JPCOARスキーマ 等）、分野

（DDI（社会科学）、SPASE（観測データ） 等）

・研究中のデータ及びメタデータの保管とバッ

クアップ方法
保管とバックアップの場所や、バックアップの頻度

・研究中のデータのセキュリティと機密データ

の保護方法

インシデント発生時のデータ復旧方法、アクセス可能なメン

バー、アクセスの管理方法、機密データのリスクや管理方法、ど

の機関のデータ保護方針が適用されるか

・倫理的問題への対処
データの保存や共有に関する同意、匿名化処理、センシティブ

データの扱い 等

・著作権や知的財産権に関する問題への対処
データの所有者は誰か、再利用のためのライセンス付与、第三者

による再利用の制約 等

・研究開発データの保存・管理方針 保存すべきデータの選定 等

・保存期間 日本学術会議は研究公正の観点から10年程度

・保存場所 リポジトリ、ストレージ

・研究開発データの公開・提供方針
公開・限定的公開・非公開の方針、非公開の場合の期間、理由

等

・研究開発データの公開・提供場所 リポジトリ（汎用、分野、機関）

・委託者指定データ、自主管理データの分類
NEDOでは、交通情報データ、人口衛星画像データなどを委託者

指定データとして例示

３．担当者情報

２．データ情報

１．プロジェクト情報

９．公開・提供

８．研究プロセス後の保存・管理

７．倫理・法律のコンプライアンス

６．研究プロセス中の保管とバックアップ

５．文書化とメタデータ

４．取得・収集

項目 備考

・事業年度

・事業名

・研究開発課題名 等

・取得・収集される研究開発データの名称 データ種別、フォーマット、容量 等

・研究代表者 名称、識別子（NRID、ORCID 等）、所属機関 等

・研究分担者 同上

・研究開発データの管理者 同上

・研究開発データの取得者又は収集者 同上

・（仮）データキュレーター（データ専門職） 同上、データキュレーターの定義が必要

・研究開発データの取得又は収集方法
関連する標準や方法、品質保証、データの組織化（命名規則、

バージョン管理、フォルダ構造） 等

・再利用を可能にするための文書

データの収集・分析・処理方法に関する情報、変数の定義、測定

の単位、設定した仮説、データのフォーマットとファイル種別、

使用したソフトウェア 等

・使用するメタデータ標準（フォーマット）
汎用（Dublin Core、DataCite、JPCOARスキーマ 等）、分野

（DDI（社会科学）、SPASE（観測データ） 等）

・研究中のデータ及びメタデータの保管とバッ

クアップ方法
保管とバックアップの場所や、バックアップの頻度

・研究中のデータのセキュリティと機密データ

の保護方法

インシデント発生時のデータ復旧方法、アクセス可能なメン

バー、アクセスの管理方法、機密データのリスクや管理方法、ど

の機関のデータ保護方針が適用されるか

・倫理的問題への対処
データの保存や共有に関する同意、匿名化処理、センシティブ

データの扱い 等

・著作権や知的財産権に関する問題への対処
データの所有者は誰か、再利用のためのライセンス付与、第三者

による再利用の制約 等

・研究開発データの保存・管理方針 保存すべきデータの選定 等

・保存期間 日本学術会議は研究公正の観点から10年程度

・保存場所 リポジトリ、ストレージ

・研究開発データの公開・提供方針
公開・限定的公開・非公開の方針、非公開の場合の期間、理由

等

・研究開発データの公開・提供場所 リポジトリ（汎用、分野、機関）

・委託者指定データ、自主管理データの分類
NEDOでは、交通情報データ、人口衛星画像データなどを委託者

指定データとして例示

３．担当者情報

２．データ情報

１．プロジェクト情報

９．公開・提供

８．研究プロセス後の保存・管理

７．倫理・法律のコンプライアンス

６．研究プロセス中の保管とバックアップ

５．文書化とメタデータ

４．取得・収集

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/houkokusho.pdf


◆ DMPの項目（科研費）

注意）既に提出を求められている学術変革領域研究のフォーマット

DMPに求められる情報（科研費）

様式　A-18：データマネジメントプラン（DMP）〔記入例〕

1. DMP作成日

DMP作成年月日 YYYY/MM/DD

2. 領域情報

領域番号

研究領域名

３. データ情報（必要に応じて、行の追加・削除を行うこと。）

研究データの作成者 研究データの管理者

所属機関名 所属部局名 職名 氏名 研究者番号 所属機関名 部局名 職名 氏名 研究者番号

1

2

3

4

5

研究データの公開・提供場所No. 取得・収集する研究データの名称 研究データの説明 課題番号 研究データ保存場所
研究データの公開・

非公開等
最も関連の深い小区分

様式　A-18：データマネジメントプラン（DMP）〔記入例〕

1. DMP作成日

DMP作成年月日 YYYY/MM/DD

2. 領域情報

領域番号

研究領域名

３. データ情報（必要に応じて、行の追加・削除を行うこと。）

研究データの作成者 研究データの管理者

所属機関名 所属部局名 職名 氏名 研究者番号 所属機関名 部局名 職名 氏名 研究者番号

1

2

3

4

5

研究データの公開・提供場所No. 取得・収集する研究データの名称 研究データの説明 課題番号 研究データ保存場所
研究データの公開・

非公開等
最も関連の深い小区分

日本学術振興会（n.d.）「令和４(2022)年度交付申請時に使用する様式(補助金)(A様式). A-18.」https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/17_koufu/index.html

DMPに求められる情報（科研費）

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/17_koufu/index.html


DMPに求められる情報（その他の例）

◆ 日本医療研究開発機構（AMED）

• 日本医療研究開発機構（2023, 10, 16）「AMEDにおける研究開発データの取扱いに関する基本方針、AMED研究データ利活用に係るガイドライン、データマネジメントプラン」
https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html

• ––––––––（2021, 3, 11）「AMED研究データ利用に係るガイドライン2.0版」https://www.amed.go.jp/content/000089256.pdf

DMPに求められる情報（その他の例）

https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html
https://www.amed.go.jp/content/000089256.pdf


• 新エネルギー・産業技術総合開発機構（n.d.）「NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて」https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.h
tml

• ––––––（2018, 3, 27）「NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針」https://www.nedo.go.jp/content/100951445.pdf

DMPに求められる情報（その他の例）DMPに求められる情報（その他の例）

https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html
https://www.nedo.go.jp/content/100951445.pdf


データ管理計画作成ツール

◆ DMPOnlineとDMPToolはデータ管理計画作成ツールを無料で使用可能

データ管理計画作成ツールの例

DMPOnline（デジタル・キュレーション・センター）

https://dmponline.dcc.ac.uk
DMPTool（カリフォルニア大学キュレーション・センター）
https://dmptool.org

誰でも無料で
アカウント作成可能

吉田早苗et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章_第2版」『教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』p.30. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607.

https://dmponline.dcc.ac.uk/
https://dmptool.org/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


他者のDMPを事例として参照する

◆ DMP作成補助ツールやDMP公開サイトで、他者が作成・提出したDMPを閲覧できる場合がある
自身のDMP作成に活用可能（同分野のDMP、申請先機関が同じDMPなど）

12西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究前_申請書類（DMP）の作成」『教材「研究者のための研究データマネジメント」』
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

• DMPonline - Public DMPs
 https://dmponline.dcc.ac.uk/public_plans

• DMPTool - Public DMPs
    https://dmptool.org/public_plans

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://dmponline.dcc.ac.uk/public_plans
https://dmptool.org/public_plans
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https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/houkokusho.pdf
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://www.amed.go.jp/content/000089256.pdf
https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_737/siryou2.pdf
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/17_koufu/index.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/17_koufu/index.html
https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
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研究データを取得・収集および保存する

次の動画

視聴後は

確認問題へ！

大阪大学
公式マスコットキャラクター
「ワニ博士」
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